
 
 

去る 1 月 13 日（木）、「第 45 回消防職員意見発表会」を開催しました。 

新型コロナウィルス対策のため、昨年に引き続き多賀城市文化センター

小ホールの広々とした会場で開催し、出場した 10 名の発表者の皆さんは

伸び伸びと自らの思いを発表していました‼ 

 4 名の審査員による厳正な審査の結果、次の 3 名が表彰されました。 

♕ 最優秀賞 塩釜消防署 間
ま

枝
えだ

 拓
たく

真
ま

 消防士長 

「迅速な予防業務を目指して」 

♔ 優 秀 賞 利 府 消 防 署 髙
たか

橋
はし

 健太郎
け ん た ろ う

 消防士 「火事は怖い」 

♔ 優 秀 賞 多賀城消防署 西村
にしむら

 優
ゆう

志
し

 消防士長 「知行合一」 

なお、最優秀賞に選ばれました間枝 拓真 消防士長は、1 月 27 日（木）

仙台市消防局で開催されました「宮城県消防職員意見発表会」において 

当消防本部を代表して出場、堂々と発表され入賞しました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

～ご声援ありがとうございました！～ 

発表者 10 名と消防長（多賀城市文化センター 小ホール） 

最優秀賞の 

間枝 拓真 

消防士長 



発表

順 
所属・階級・氏名・写真 発表テーマ・発表要旨 

１ 

多賀城消防署 

（警防第２係） 

消防士 

櫻井 龍 

 

「 放火０！のまちづくり 」 

放火の原因になりうるポイ捨てによるご

みを削減するため、防火ごみ拾い運動の実施

を提案しました。 

２ 

塩釜消防署 

（警防第１係） 

消防士長 

引地 敏生 

 

「 消防力の底上げ 」 

消防力の底上げのために、新任職員と若手

消防士長のバディ制度の導入を提案しまし

た。 

３ 

松島消防署 

（警防第１係） 

消防士 

三浦 和輝 

 

「 命を守る見張り役 」 

火災で失う命を一つでも多く救うため、 

５年に１度行われる国勢調査と住宅用火災

警報器設置調査の同時実施を提案しました。 

４ 

七ヶ浜消防署 

（警防第２係） 

消防士 

菅井 千裕 

 

「 震災を風化させないために 」 

消防職員として東日本大震災を経験して

いない若手職員のために、経験談をまとめた 

データを作成し、それをもとに訓練を実施 

することを提案しました。 

５ 

松島消防署 

（警防第2係） 

消防士長 

櫻井 智宏 

 

「 消防力の向上 」 

消防力向上のために、災害状況を映像と 

音声によりリアルタイムで情報共有できる 

システムの導入を提案しました。 



発表

順 
所属・階級・氏名・写真 発表テーマ・発表要旨 

６ 

利府消防署 

（警防第2係） 

消防士 

髙橋 健太郎 

 

「 火事は怖い 」 

火事の対処方法を学べるように、火事の怖

さを伝えられる映像を作成し、教養資料とし

て活用してもらうことを提案しました。 

７ 

多賀城消防署 

（警防第1係） 

消防士長 

西村 優志 

 

「 知行合一 」 

救命講習の義務化により、命を救う術を 

習慣化し、誰でも身近にいる大切な人の命を

救える社会にすることを提案しました。 

８ 

七ヶ浜消防署 

（警防第1係） 

消防士 

内海 拓也 

 

「 火災を最小限にとどめるために 」 

火災を最小限にとどめるために、夜間の 

初期消火率を向上させる消火器への蓄光式

シールの普及を提案しました。 

９ 

塩釜消防署 

（警防第2係） 

消防士長 

間枝 拓真 

 

「 迅速な予防業務を目指して 」 

親切、丁寧、迅速な予防業務を目指し、 

ホームページを活用した相談予約制度を 

提案しました。 

10 

利府消防署 

（警防第1係） 

消防士 

遠藤 一貴 

 

「 リモート救急 」 

リモートで救急活動を行い、病院までの 

傷病者搬送をより早く行えるシステムの 

導入を提案しました。 

 

 


